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【序論】 

遠紫外領域（FUV：120-200 nm）におけるアミドの電子状態に関する研究は、これまでには

実験的困難から気相や希薄溶液に限られていた。当研究室独自で開発した減衰全反射遠紫外

（ATR-FUV）分光システム 1)2)を用いることで、吸収強度の高い遷移を純溶液に対しても吸収

飽和することなくピークとして測定することができる。さらに、サンプルへの潜り込み深さが

数十 nm であることを考慮に入れると固体の極表面測定への適用が期待される。以前に液体ア

ミドの電子遷移の観測を行い、量子化学計算を用いて帰属を行った。液体アミドの中でも、   

N-メチルアセトアミド（NMA）はナイロンのユニットモデルとして、その水素結合の構造の

研究が他の分光法でも盛んに行われている。本研究では構造の異なるナイロンの ATR-FUV ス

ペクトルの観測を行い、200 nm 付近には液体アミド同様の吸収が観測された。液体アミドと

ナイロンのスペクトルの比較およびナイロンの構造の違いによるスペクトルの結果を報告する。 

【実験】 

ATR-FUV 分光器を用いて、ATR-FUV スペクトルの測定を行った。装置は窒素パージ式で、

光源は重水素ランプ、内部反射素子（IRE）はサファイアである。測定範囲は 145-260 nm で、

測定サンプルは 5 種類のナイロン（ナイロン 6、ナイロン 11、ナイロン 12、ナイロン 6/6、ナ

イロン 6/12）である。測定は熱プレス機を用いて作製したフィルムとキャストフィルムの二つ

の状態で行った。キャストフィルムはナイロンを 1,1,1,3,3,3-ヘキサフルオロ-2-プロパノール

（HFIP）に溶解させ、IRE に溶液を滴下・乾燥させて作製した。熱プレスフィルムは IRE 上

にフィルムを置き、上から加圧クランプで押し付けて行った。 

【結果と考察】 

ナイロン 6 の熱プレスフィルムとキャストフィルムの ATR-FUV スペクトルを図 1 に示す。キ

ャストフィルム、熱プレスフィルムの両方で、よく似たスペクトルが観測された。しかしなが

ら、両者の強度比はキャストフィルムが熱プレスフィルムの約 10 倍となった。これは、熱プ

レスフィルムに比べ、キャストフィルムの方がプリズムとの密着性がよいためと考えられる。



この傾向は他のナイロンでも見られ

た。測定した 5 種類すべてのナイロ

ンの ATR-FUVスペクトルにおいて、

200 nm 付近に強い吸収バンドが観

測された。図 2 にナイロン 6、ナイ

ロン 12 と NMA の ATR-FUV スペ

クトルを示す。図に示されるように

このバンドのピーク位置、形状は液

体アミドで観測された-*遷移とよ

く一致する。よって、ナイロンにお

いてもこのバンドはアミド結合の 

-*遷移に由来する吸収バンドだと

考えられる。一方で図 2 に示される

ように、ナイロン分子では 150 nm

付近にアミドでは観測されない吸収

が見られた。そして、ナイロン 6 と

ナイロン 12 を比較してみると、ナ

イロン 12 の方がこの吸収の強度が

大きい。また、ナイロン 11 はナイ

ロン 12 と同程度の強度が観測され

た。つまり、ナイロンのユニットの

中で炭素鎖が長くなると、この吸収

強度が大きくなるという結果が得ら

れた。同様の吸収は液体直鎖アルカ

ン 3)において観測されている。アル

カンにおいて-Rydberg3p と帰属されるこの吸収は、アルキル鎖が長くなると吸収強度が増大

しながら長波長にシフトするという特徴が見られたが、アミドにおいても同様の結果が見られ

ていると考えられる。その他のナイロンについても構造の違いとスペクトルの変化の議論を当

日報告する。 
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図 2. ナイロン 6、ナイロン 12、NMA の 

ATR-FUV スペクトル 

 

 

図 1. (a) キャストフィルムと(b) 熱プレスフィルム

におけるナイロン 6 の ATR-FUV スペクトル 

 

 


